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たのが Kohli and Jawoski（1990）や Narver and Slater（1990）である。中でも Narver
and Slater（1990）は、顧客志向、競争志向、内部機能（部門間）調整のつを市場志向
の構成要素とし、マーケティング・コンセプトの実行面における主要な視点にしている。
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